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「なたねの雫」贈呈式

小野寺 勇
ゆう
飛
ひ
 さん 斎田 依

い
於
お
里
り
 さん栁沼 康

こう
平
へい
 さん 八巻 湧

ゆう
耶
や
 さん

無事に成人式を迎えることが
できとても嬉しく思います。こ
れまでご指導してくださった
方々に心より感謝したいです。
まだまだ未熟ですが、お世話に
なったすべての方々に少しずつ
でも恩返しできるよう精進して
いきたいです。

無事、成人式を迎えることが
でき、これまでお世話になった
すべての方々に心より感謝しま
す。これからも感謝を忘れず、
新成人としての自覚と責任を持
ち、たくさんのことを学び吸収
し社会に貢献できるよう努力し
精進していきたいです。

無事に成人を迎えることがで
きたのは、これまで支えていた
だいた方々のおかげです。感謝
します。これからも感謝の気持
ちを忘れることなく、社会人と
しての自覚を持ち、社会に貢献
できるような大人を目指してい
きたいです。

無事にこうして成人式を迎え
ることができ、これまで育て
てくれた両親や、友人、先輩方
には感謝の気持ちでいっぱいで
す。成人になったといえど、中
身はまだまだ子供なので、これ
からも自分に厳しく向き合い、
日々精進していきたいと思います。

■ INTERVIEW　成人を迎えて一言

鏡石町成人式
平成31年

①
成
人
証
書
を
授
与
さ
れ
る
添
田
奈な

津つ

子こ

さ
ん　

②
成
人
の
宣
誓
を
行
う
斎
藤
宙ひ
ろ

輝き

さ
ん
（
左
）
と
小
山
鈴す
ず

響ね

さ
ん
（
右
）

③
謝
辞
を
述
べ
る
佐
藤
雅ま
さ

哉や

さ
ん　

④
小

山
さ
ん
の
伴
奏
で
「
牧
場
の
朝
」
を
斉
唱

⑤
恩
師
と
記
念
撮
影　

⑥
「
２
０
１
９
」

の
バ
ル
ー
ン
を
持
っ
て
友
人
と
記
念
撮
影

①

　１月 13 日㈰、町公民館において成人式が行われま
した。今年の成人該当者は 138 人で、式には 104 人が
出席し、新たな門出を迎えました。
※集合写真を裏表紙（16 ページ）に掲載しています。

② ③ ④

⑤ ⑥

町 か ら のお 知 ら せ

鏡
石
町
産
な
た
ね
を
１
０
０
％
使
用
し
た
食
用
油

で
き
ま
し
た

」

「
町
で
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
「
か
が
み
い
し
油
田

計
画
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
秋
に
種
を
ま
い
た

「
な
た
ね
」
が
30
年
春
に
開
花
し
、

初
夏
に
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
乾
燥
調
製
・
搾
油
と
い
う
過

程
を
経
て
、
こ
の
度
、
鏡
石
町
産

の
な
た
ね
を
１
０
０
％
使
用
し
た

食
用
油
「
な
た
ね
の
雫
」
が
で
き

ま
し
た
。

　

町
で
は
、こ
の
「
な
た
ね
の
雫
」

の
活
用
方
法
の
１
つ
と
し
て
、
学

校
給
食
で
の
利
用
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
１
月
18
日
㈮
に
は
各
小
中

学
校
へ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
遠

藤
町
長
か
ら
「
お
い
し
い
給
食
を

食
べ
て
、
な
た
ね
油
本
来
の
色
や

味
・
香
り
な
ど
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
校
長

先
生
と
代
表
の
生
徒
・
児
童
に「
な

た
ね
の
雫
」が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
南
町
地
内

で
栽
培
さ
れ
た
な
た
ね
を
搾
油
し

て
で
き
た
も
の
で
、
３
学
期
の
給

食
で
利
用
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の「
な
た
ね
の
雫
」は
、

南
町
地
内
の
耕
作
放
棄
地
の
増
大

学
校
給
食
等
で
利
用

を
心
配
し
た
農
家
の
方
々
が
、
か

が
み
い
し
油
田
計
画
に
賛
同
し
、

か
が
み
い
し
油
田
計
画
南
町
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も

の
で
す
。

　

そ
の
他
、
な
た
ね
栽
培
技
術
実

証
展
示
ほ
場
を
委
託
し
た
成
田
地

　
「
な
た
ね
の
雫
」
は
、
町
内
で

生
産
さ
れ
た「
キ
ザ
キ
ノ
ナ
タ
ネ
」

を
１
０
０
％
使
用
し
、
搾
油
も
化

学
薬
品
を
一
切
使
わ
ず
、
過
度
に

加
熱
も
し
な
い
圧
搾
製
法
に
よ
り

一
雫
ず
つ
丁
寧
に
搾
る
こ
と
で
風

味
豊
か
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
血
液
中
の
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
オ
レ
イ
ン

「
な
た
ね
の
雫
」
の
特
徴

酸
、
体
内
で
一
部
が
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ

Ｐ
Ａ
に
変
わ
り
健
康
機
能
を
維
持

す
る
リ
ノ
レ
ン
酸
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

か
が
み
い
し
油
田
計
画
南
町
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
ら
れ
た
「
な
た

ね
の
雫
」
を
鏡
石
ま
ち
の
駅
「
か

ん
か
ん
て
ら
す
」
で
限
定
販
売
し

て
い
ま
す
。

・
８
２
０
ｇ
詰
め
瓶

１
，
４
０
０
円
（
50
本
）

・
２
５
０
ｇ
詰
め
瓶

５
０
０
円
（
36
本
）

数
量
限
定
で
販
売

　
「
な
た
ね
の
雫
」
８
２
０
ｇ
の

「
な
た
ね
の
雫
」
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
受
託
者
連
絡
協
議
会
（
吉
田
悦

郎
会
長
）
と
笠
石
そ
ば
組
合
（
熊

谷
修
一
代
表
）
か
ら
納
品
さ
れ
た

８
２
０
ｇ
詰
め
瓶
１
８
５
本
に
つ

い
て
は
、
町
特
産
品
と
し
て
の
販

売
や
か
が
み
い
し
油
田
計
画
の
Ｐ

Ｒ
活
動
等
で
の
利
用
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

使
用
モ
ニ
タ
ー
を
次
に
よ
り
50
名

募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
「
な
た
ね
の
雫
」
を
使
っ

て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
　
は
が
き
の
裏
面
に

「
な
た
ね
の
雫
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」

を
ご
記
入
の
上
、
鏡
石
町
役
場
産

業
課
（
〒
９
６
９
–
０
４
９
２　

鏡
石
町
不
時
沼
３
４
５
）
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
　
２
月
25
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
条
件
　

①
「
な
た
ね
の
雫
」
を
使
用
し
、

　

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

　

え
い
た
だ
け
る
方
。

②
当
選
し
た
場
合
に
、
鏡
石
町
役

　

場
産
業
課
ま
で
受
け
取
り
に
来

　

る
こ
と
が
で
き
る
方
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

に
よ
り
決
定
し
、
当
選
者
に
は

　

引
換
券
を
送
付
し
ま
す
。

※
何
口
応
募
さ
れ
て
も
、
１
家
族

　

１
本
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課　
　

☎
62
–
２
１
１
８


